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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
域
別
最
低
賃
金
（
時
給
）

改
定
に
つ
い
て
２
９
日
、
す

べ
て
の
都
道
府
県
の
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
で
答
申
が
出

そ
ろ
い
ま
し
た
。
全
国
加
重

平
均
５
１
円
増
、
現
行
の
１

０
０
４
円
か
ら
１
０
５
５
円

と
な
り
ま
す
。
全
国
過
半
数

の
２
７
県
で
目
安
に
上
乗
せ

が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
目
安

へ
の
上
積
み
は
２
０
２
１
年

の
７
県
、
２
２
年
２
２
道
県
、

２
３
年
２
４
県
、
４
年
連
続

の
増
加
と
な
り
、
私
た
ち
の

行
動
で
上
乗
せ
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
答
申
で
最
大
の
ニ

ュ
ー
ス
は
徳
島
の
３
４
円
上

乗
せ
で
す
。
２
９
日
に
徳
島

地
方
審
議
会
は
現
行
の
８
９

６
円
か
ら
過
去
最
大
の
８
４

円
引
き
上
げ
て
９
８
０
円
に

す
る
答
申
を
出
し
ま
し
た
。

徳
島
県
で
は
徳
島
県
労
連
な

ど
労
働
団
体
が
意
見
陳
述
な

ど
最
賃
引
き
上
げ
を
求
め
る

多
く
の
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
全
国
で
２
番
目
の
低

さ
だ
っ
た
徳
島
の
最
賃
。
審

議
会
は
、
労
働
者
が
必
要
と

す
る
生
計
費
の
根
拠
を
、
厚

労
省
の
標
準
生
計
費
だ
け
で

な
く
、「
労
働
者
の
生
計
費
や

賃
金
、
企
業
の
支
払
い
能
力

を
総
合
的
に
判
断
。（
経
済

の
）
各
指
標
に
つ
い
て
他
都

道
府
県
と
比
較
し
た
際
の
徳

島
県
の
立
ち
位
置
に
ふ
さ
わ

し
い
最
低
賃
金
と
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
説
明
し
た
、
と

聞
き
ま
す
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、「
最
賃

を
上
げ
れ
ば
、
賃
金
は
上
が

る
」
そ
し
て
「
最
賃
は
上
げ

ら
れ
る
！
」
を
合
言
葉
に
、

最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
行
動
す
れ
ば
ス
ロ
ー

ガ
ン
通
り
最
賃
は
上
げ
ら
れ

る
こ
と
の
実
例
だ
と
思
い
ま

す
。 長

崎
で
は
、
中
央
の
目
安

５
０
円
に
上
乗
せ
額
５
円
を

加
え
て
、
２
４
年
度
の
最
賃

を
９
５
３
円
と
す
る
答
申
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

長
崎
県
で
は
昨
年
２
３
年

度
は
４
５
円
引
き
上
げ
。
２

２
年
度
は
３
２
円
、
２
１
年

度
は
２
８
円
の
引
き
上
げ
で
、

今
年
度
４
年
連
続
で
の
過
去

最
高
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
光
熱
費
や
食
料

品
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
上

昇
は
最
賃
の
引
き
上
げ
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

厚
労
省
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
で
も
「
生
活
が
苦
し
い
」

が
過
去
最
悪
の
６
割
と
な
り
、

物
価
を
上
回
る
賃
上
げ
が
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

こ
の
金
額
で
は
ま
っ
た
く
不

十
分
で
私
た
ち
が
求
め
る
、

全
国
一
律
１
，
５
０
０
円
と

は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
私
た
ち
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
長
中
局
支
部
は
８

月
３
０
日
、
９
５
３
円
と
し

た
長
崎
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
に
対
し
て
異
議
申
し
出
を

行
い
ま
し
た
。 

異
議
申
し
立
て
は
ユ
ニ
オ

ン
、
長
崎
県
労
連
と
民
生
同

盟
の
３
者
の
合
同
で
行
い
、

各
団
体
が
提
出
し
た
異
義
申

出
書
に
対
し
て
の
趣
旨
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
は
郵
政
最
賃
に
絡
め
た

１
３
円
の
上
乗
せ
、
最
低
賃

金
９
５
３
円
で
は
「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
を
営
む
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
。
私
た
ち
が
必
要

と
す
る
最
低
賃
金
「
１
，
５

０
０
円
」
へ
の
道
筋
・
プ
ロ

セ
ス
の
議
論
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

ま
た
意
見
交
換
の
中
で
、

「
最
賃
法
に
謳
っ
て
い
る
生

計
費
を
厚
労
省
が
採
用
し
て

い
る
標
準
生
計
費
は
「
文
化

的
な
」
と
い
う
要
素
が
抜
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。
基
準
に
は
全

労
連
な
ど
が
行
い
提
出
し
て

い
る
最
低
生
計
費
調
査
を
用

い
る
こ
と
」
を
審
議
会
に
伝

え
て
ほ
し
い
と
要
請
を
行
い

ま
し
た
。 

私
た
ち
の
異
議
申
し
出
を

受
け
９
月
３
日
に
第
５
回
審

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
に
も
支
部
か
ら
傍
聴

を
行
い
、
審
議
を
見
守
り
ま

し
た
。
後
日
報
告
し
ま
す
。 

 「
お
詫
び
と
訂
正
」 

「
未
来
」８
月
２
０
日
号
、 

一
段
目
の
後
部
の「
郵
政
最

賃
は
９
６
０
円
に
な
り
ま
す
」

は
、９
８
０
円
の
誤
り
で
す
。 

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４４７８ 

`24 年９月６日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

郵政ユニオン長中局支部が行った異議申し立て内容 

 

異議申出書 （主旨部分） 

 

8月 16日、長崎地方最低賃金審議会より、長崎県最低

賃金を 1時間953円と定めるようにとの意見が貴職あて

に提出され、同日付け長崎労働局一般公示第 4 号によ

りその意見の要旨が公示されましたが、この答申に対

し、以下のとおり異議を申し出ます。 

 

【異議の内容】 

 長崎県最低賃金を 1 時間 953 円と定めることに不服

です。 

中央審議会目安に対して 5 円の上乗せは、私たち郵

政ユニオンが求めた 13 円以上の上乗せに遠く及びませ

ん。最低賃金近傍で働く労働者でも「健康で文化的な最

低限度の生活」ができるよう、さらに大きく引き上げてく

ださい。 

 


